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（記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております）

1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 11,702 ― 156 ― 184 ― 124 ―

2021年3月期第2四半期 10,847 △1.9 283 △30.1 307 △31.8 283 △17.9

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　207百万円 （―％） 2021年3月期第2四半期　　409百万円 （39.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 11.11 ―

2021年3月期第2四半期 25.33 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の

　　　期首から適用しております。売上高及び利益に大きな影響が生じるため2022年３月期第２四半期の対前年同

　　　四半期増減率は、記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 21,863 16,995 77.7

2021年3月期 22,824 16,814 73.7

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 16,995百万円 2021年3月期 16,814百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00

2022年3月期 ― 6.00

2022年3月期（予想） ― 6.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,000 △2.7 760 △5.3 800 △9.8 550 △25.3 49.11

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

　

　

　

　

　

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、［添付資料］８ページ「（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

　

　

　

　

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、［添付資料］８ページ「（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

　

　

　

　

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 11,200,000 株 2021年3月期 11,200,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 735 株 2021年3月期 735 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 11,199,265 株 2021年3月期2Q 11,199,265 株

　

　

　

　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当

社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績などはさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項などについては、［添付資料］３ページ「(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、前第２四半期連結累計期間と収

益の会計処理が異なることから、以下の経営成績及び財政状態に関する説明において増減額及び前年同四半期

比（％）を記載せずに説明しております。 

また、「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、前第２四半期連結累計期間

と時価算定の会計処理が異なることから、以下の経営成績及び財政状態に関する説明において増減額及び前年

同四半期比（％）を記載せずに説明しております。 

(1) 経営成績に関する説明 

当社及び連結子会社（以下「当企業集団」という。）の当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、

収益認識会計基準等の適用による影響を除いてもシステム構築が大幅に増加したことに加え、クラウドビジ

ネス拡大などによりシステム運用管理も増加したことから、売上高は、11,702百万円（前年同四半期は

10,847百万円）となりました。 

損益面につきましては、新型コロナウイルス感染症対策にて低下していた要員稼働率の回復や増収効果な

どによる利益の押上げがあったものの、大口不採算案件の発生影響に加え、人件費増加等に伴う販売費及び

一般管理費の増加影響が大きく、営業利益は156百万円（前年同四半期は283百万円）、経常利益も184百万円

（前年同四半期は307百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益も124百万円（前年同四半期は283百万円）

となりました。 

なお、収益認識会計基準等の適用により、当第２四半期連結累計期間の売上高は445百万円増加し、営業利

益及び経常利益はそれぞれ55百万円増加しております。 

連結のセグメント別売上高は、次のとおりです。 

① 金融関連部門 

ＳＭＢＣグループを始めとする金融機関向けのシステム構築案件が増加したことから、売上高は3,569

百万円（前年同四半期は3,206百万円）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高

は404百万円増加しております。 

② 公共関連部門 

前年に導入が進んだ自治体基幹システムのクラウド化による利用料収入の増加や庁舎移転に伴う大口

システム機器設置案件などによりシステム運用管理とその他の情報サービスが増加したことから、売上

高は2,925百万円（前年同四半期は2,679百万円）となりました。なお、収益認識会計基準等の適用によ

り、売上高は105百万円増加しております。 

③ 産業関連部門 

前年にあった大口案件の反動減によりシステム機器販売が減少した一方で、大手ベンダー経由やＥＲ

Ｐソリューションに関するシステム構築案件が増加したほか、大口ＢＰＯ案件の運用開始に伴いシステ

ム運用管理が増加したことから、売上高は5,207百万円（前年同四半期は4,960百万円）となりました。

なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は64百万円減少しております。 
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なお、連結の品目別セグメント別売上高及びセグメント別営業利益は、次のとおりです。 

（単位：百万円） 

 金融関連部門 公共関連部門 産業関連部門 全社共通 合 計 

 

 

システム構築 
2,812 1,267 2,791 ― 6,871 

(2,386) (1,128) (2,404) (―) (5,918) 

システム運用管理 
650 885 1,011 ― 2,547 

(706) (807) (892) (―) (2,406) 

その他の情報サービス 
85 402 563  ― 1,051 

(71) (358) (576) (―) (1,007) 

情報サービス売上高 
3,549 2,555 4,366  ― 10,470 

(3,164) (2,293) (3,874) (―) (9,332) 

商品売上高 

 （システム機器販売） 

20 370 841  ― 1,232 

(42) (385) (1,086) (―) (1,514) 

売上高合計 
3,569 2,925 5,207  ― 11,702 

(3,206) (2,679) (4,960) (―) (10,847) 

営業利益 
546 240 516 △1,147 156 

(593) (253) (525) (△1,090) (283) 

（注） ( ) 内は、前年同四半期の数値を示しております。 
 

＜売上高構成比率＞ 
30.5％ 25.0％ 44.5％  ― 100.0％ 

《29.6％》 《24.7％》 《45.7％》 《―》 《100.0％》 

（注）《 》内は、前年同四半期における売上構成比率を示しております。 

 

当企業集団の事業につきましては、システムの納入が第２四半期（７～９月）及び第４四半期（１～３月）

に集中する傾向があり、売上高が第１四半期（４～６月）及び第３四半期（10～12月）において減少し、第

２四半期（７～９月）及び第４四半期（１～３月）に増加するパターンとなり、四半期毎・半期毎の経営成

績が変動いたします。 

(2) 財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産は21,863百万円（前連結会計年度末は22,824百

万円）に、純資産は16,995百万円（前連結会計年度末は16,814百万円）となりました。この結果、自己資本

比率は77.7％（前連結会計年度末は73.7％）となっております。 

なお、収益認識会計基準等の適用により、利益剰余金の当期首残高が40百万円増加したこと等により純資

産が増加しております。 

また、時価算定会計基準等の適用により、純資産は30百万円減少しております。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2021年10月21日に発表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」において、当第２四半期連結

累計期間の業績予想を修正いたしました。売上高は、若干の上方修正とした一方、営業利益及び経常利益、

親会社株主に帰属する四半期純利益は、大口不採算案件の発生影響が大きく、下方修正しております。 

2022年３月期通期連結業績につきましては、売上高は前回発表予想を据え置いております。また、損益

面につきましても、利益率改善と経費削減の継続により第２四半期（累計）の未達を挽回できる見込みで

あり、前回発表予想を据え置いております。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転し

た時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、ソフトウェアの請負契約に関して、従来は、工事の進捗部分について成果の確実性が認めら

れる場合には、工事進行基準によっておりましたが、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間に

わたり移転する場合には、財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、一定の期間に

わたり収益を認識する方法に変更しております。履行義務の充足に係る進捗度の測定は、各報告期間の期

末日までに発生した開発原価が、予想される開発原価の合計に占める割合に基づいて行っております。ま

た、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができないが、発生する費用を回収することが見

込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額

を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用して

おります。 

この結果、利益剰余金の当期首残高は40百万円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の

売上高は445百万円増加し、売上原価は389百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ55百万円増加しております。 

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示

していた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に

含めて表示することとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前

連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関

する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前

第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。 
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（時価の算定に関する会計基準） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関

する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時

価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これにより、

その他有価証券のうち、時価のある株式については、決算日前１ヵ月の市場価格の平均に基づく時価法に

より算定しておりましたが、第１四半期連結会計期間より決算日の市場価格等に基づく時価法に変更して

おります。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末における純資産は30百万円減少しております。 
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